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広報 

588 17 11 1

●東京商工会議所板橋支部と交流 ― 井川町企業懇談会 ―
●273人のランナーが健脚競う ― アップルマラソン ―

「まっすぐ、転がって！」「まっすぐ、転がって！」
10月12日に行われた「老人スポーツ大会」の10月12日に行われた「老人スポーツ大会」の

1コマ。ゲートボールのスティックでボールを1コマ。ゲートボールのスティックでボールを

打ち出し、空き缶を倒す競技。打ち出し、空き缶を倒す競技。

さて、視線の先のボールの行方は…？さて、視線の先のボールの行方は…？

主な内容
・井川町企業懇談会…………………

・井川アップルマラソンの結果……

・町職員給与状況のお知らせ………

・公民館だより・花いかだ ほか……

・まちの話題…………………………

・くらしの情報、見てみて、みんなの広場
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▲８月23日に行なわれた〝井川町企業懇談会〟
第１回総会／研修会

去
る
八
月
二
十
三
日
、「
井
川
町
企
業

懇
談
会
」
第
一
回
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
は
井
川
町
内
に
立
地
す
る
企

業
相
互
の
意
見
交
換
や
、
県
内
外
企
業
と

の
交
流
を
積
極
的
に
促
進
し
、
町
内
企
業

の
振
興
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
設
立
し
た
も
の
で
す
。

本
会
の
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
町
内

企
業
二
十
一
団
体
か
ら
入
会
の
申
し
出

が
あ
り
、
ま
た
、
あ
き
た
湖
東
農
業
協
同

組
合
お
よ
び
湖
東
三
町
商
工
会
を
賛
助
会

員
と
し
、
井
川
町
（
行
政
機
関
）
を
含
む

二
十
四
団
体
で
組
織
さ
れ
ま
す
。

―

会
長
に
工
藤
定
夫
氏
（ 

㈱
ケ
ー
エ
ス
ダ
ク
ト
工
業

代
表
取
締
役　
　
　
　

 

）
を
選
出―

役
場
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回

総
会
で
は
、
会
の
規
約
お
よ
び
平
成
十
七

年
度
事
業
計
画
等
が
承
認
さ
れ
た
後
、
役

員
の
選
出
が
行
な
わ
れ
、
協
議
の
結
果
、

会
長
に
工
藤
定
夫
さ
ん
、
副
会
長
に
鷲
谷

嘉
三
郎
さ
ん
、
齊
藤
健
悦
さ
ん
の
二
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
研
修
会
が
行
な
わ
れ
、
財

団
法
人
あ
き
た
企
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
・

営
業
統
括
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
柿
崎
博

美
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
て
「
企
業
支
援
活

動
お
よ
び
支
援
制
度
概
要
等
」
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
度
の
主
要
事
業
の
一
つ
に

挙
げ
ら
れ
て
い
た
〝
東
京
商
工
会
議
所
板

橋
支
部
〞
と
の
異
業
種
交
流
会
が
十
月

十
三
日
・
十
四
日
の
二
日
間
の
日
程
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
来
町
し
た
の
は
、
東
京

商
工
会
議
所
板
橋
支
部
・
異
業
種
交
流
会

の
メ
ン
バ
ー
十
三
人
。
そ
の
業
種
は
屋
根

材
・
雨
ど
い
製
造
販
売
業
、
建
設
業
、
菓

子
製
造
業
等
々
多
業
種
に
わ
た
る
方
々
の

一
行
で
、
意
欲
を
持
っ
た
起
業
者
相
互
の

交
流
を
図
り
新
規
事
業
開
拓
の
可
能
性
を

共
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
、
今
回
の
来
町

が
実
現
し
ま
し
た
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

初
日
十
月
十
三
日
、
正
午
前
に
井
川
町

入
り
し
た
板
橋
支
部
一
行
は
「
㈱
ス
ズ
キ

部
品
秋
田
」
を
訪
問
。
社
で
は
村
田
邦
彦

代
表
取
締
役
社
長
が
企
業
概
要
等
を
説
明

し
た
後
、
工
場
を
見
学
し
ま
し
た
。
意
見

交
換
で
は
「
本
社
を
浜
松
に
持
ち
、
国
外

生
産
費
や
輸
送
費
と
比
較
し
て
コ
ス
ト
高

で
は
な
い
か
」「
地
震
災
害
時
の
管
理
体

制
に
つ
い
て
」「
製
品
の
リ
ス
ク
管
理
に

▲農工一体を掲げて、昭和47年秋田県内陸工業団地・第 1号誘致企業となった〝㈱スズキ部品秋田〟を望む（定住促進センターから）

▲10 月13日、スズキ部品秋田工場を見学した
板橋支部・異業種交流会員のみなさん

東
京
商
工
会
議
所
板
橋
支
部
が
来
町
、

町
内
企
業
代
表
ら
と
交
流

2
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■井川町企業懇談会役員

会 長 工藤 定夫 ㈱ケーエスダクト工業

副会長 鷲谷嘉三郎 ㈲湖東製作所

〃 齊藤 健悦 ㈱アイセス・北太平洋貿易㈱

幹 事 半田 健喜 北日本ボード工業㈱

〃 菅原 俊治 ㈲テクノポート

〃 佐々木雅洋 ㈲佐々木商事

監 事 森田 真澄 井川生コン㈱

〃 湊 　 均 ㈲秋田トランス製作所

※事務局および会計は、役場情報課に置く。

つ
い
て
」「
夏
場
の
暑
さ
対
策
」
等
の
質

問
が
板
橋
支
部
会
員
か
ら
出
さ
れ
、
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
を
男
鹿
市
・
帝
水
ホ
テ
ル
に
移
し

て
行
な
わ
れ
た
交
流
会
に
は
、
井
川
町
企

業
懇
談
会
メ
ン
バ
ー
等
、
町
か
ら
十
六
人

が
合
流
し
、情
報
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
板
橋
異
業
種
交
流
会

を
代
表
し
て
、
谷
田
剛
一
相
談
役
が
「
そ

れ
ぞ
れ
の
考
え
も
違
う
し
、
都
市
と
地
方

の
違
い
も
あ
る
。
交
流
を
深
め
る
こ
と
で

そ
こ
に
違
っ
た
も
の
が
み
え
て
く
る
。
互

い
に
良
い
と
こ
ろ
や
接
点
を
見
出
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
参
加
者
た
ち

は
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

東
京
商
工
会
議
所
板
橋
支
部
か

ら
産
業
祭
で
販
売
す
る
井
川
産
米

を
送
っ
て
ほ
し
い
と
の
申
し
出
が

あ
っ
た
。
同
支
部
異
業
種
交
流
グ

ル
ー
プ
が
来
町
し
た
際
に
本
町
の

出
席
者
が
米
の
売
買
の
打
診
を
し

た
こ
と
、
昼
食
の
だ
ま
こ
も
ち
が

こ
と
の
ほ
か
お
い
し
か
っ
た
こ
と

な
ど
が
き
っ
か
け
の
よ
う
だ
。
今

回
は
イ
ベ
ン
ト
用
で
量
的
に
は

少
な
い
が
、
本
町
産
の
農
産
物
が

評
価
さ
れ
る
契
機
と
な
れ
ば
う
れ

し
い
こ
と
で
あ
る
。
今
年
の
稲
作

は
全
国
的
に
は
作
況
が
平
年
作
を

上
回
っ
て
価
格
は
低
下
し
た
。
過

剰
基
調
が
変
わ
る
見
込
み
も
少
な

く
、
今
後
も
価
格
の
低
迷
が
避
け

ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
、
付
加
価
値

を
つ
け
る
こ
と
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を

企
て
る
な
ど
、
町
と
し
て
も
積
極

的
な
売
り
込
み
策
を
確
立
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

同
グ
ル
ー
プ
が
視
察
し
た
ス
ズ

キ
部
品
秋
田
で
は
、
社
の
目
標
と

す
る
〝
生
き
残
る
た
め
我
流
を
捨

て
、
基
本
に
返
ろ
う
〞
に
つ
い
て

の
質
疑
を
興
味
深
く
聴
い
た
。
ス

ズ
キ
部
品
秋
田
で
は
、
三
年
間

で
三
〇
㌫
の
コ
ス
ト
削
減
を
達
成

し
た
。
我
流
は
間
違
い
で
は
な
い

か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
こ
だ

わ
れ
ば
コ
ス
ト
の
削
減
は
で
き
な

い
。
だ
か
ら
工
作
機
械
の
改
造
、

ラ
イ
ン
の
変
更
、
製
造
工
程
を
短

縮
し
、
製
品
は
よ
り
優
れ
た
も
の

を
造
り
出
し
た
。
来
町
し
た
一
行

の
中
に
コ
ミ
ッ
ク
誌
包
装
機
販
売

業
者
が
い
た
。
コ
ミ
ッ
ク
誌
は
週

刊
誌
に
連
載
さ
れ
た
作
品
を
一
冊

に
し
て
出
版
し
た
も
の
。
こ
れ
に

ビ
ニ
ー
ル
・
カ
バ
ー
を
か
け
た
だ

け
で
、
売
上
げ
が
二
十
五
㌫
増
と

な
っ
た
。
立
ち
読
み
で
き
な
い
よ

う
に
し
て
売
れ
る
わ
け
が
な
い
と

い
う
本
屋
の
常
識
を
ひ
っ
く
り
返

す
結
果
だ
っ
た
。
購
入
者
は
す
で

に
内
容
を
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
誰
の
手
に
も
触
れ
て
い
な
い

真
新
し
い
本
が
欲
し
い
は
ず
と
の

消
費
者
重
視
の
視
点
こ
そ
が
分
か

れ
目
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

農
産
物
も
た
だ
作
れ
ば
売
れ
る

と
は
誰
も
が
思
っ
て
は
い
な
い
。

加
工
し
て
付
加
価
値
を
つ
け
る
、

有
機
栽
培
や
農
薬
の
使
用
量
を
ひ

か
え
て
差
別
化
を
図
る
こ
と
な
ど

誰
も
が
考
え
て
い
る
こ
と
だ
。
だ

が
、
実
行
す
る
ま
で
に
は
至
ら
な

い
。
ま
さ
に
我
流
に
陥
っ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

首
都
圏
で
有
機
栽
培
野
菜
の
レ

ス
ト
ラ
ン
や
居
酒
屋
を
展
開
し
て

い
る
経
営
者
が
い
る
。
県
内
か
ら

も
米
や
野
菜
、
山
菜
な
ど
相
当
量

を
調
達
し
て
い
る
。
井
川
町
も
そ

の
気
が
あ
れ
ば
支
援
す
る
と
の
申

し
出
も
い
た
だ
い
た
。
来
年
二
月

頃
の
農
閑
期
に
来
町
い
た
だ
き
、

私
た
ち
の
意
識
改
革
の
契
機
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
生
産
者
に

限
ら
ず
、
食
育
な
ど
関
心
の
あ
る

方
々
の
参
加
を
願
い
た
い
。
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◆２７３人のランナーがゴールをめざす◆
10月 16日、第 20回井川アップルマラソ
ンが町民体育館前をスタート・ゴールとする町
内周回コースで開催されました。
第 20回の節目の開催に、町内外から 237
人が参加。各々の走力にあわせて10㌔コース、
５㌔コース、３㌔ペアコースにエントリーし、
健脚を競いました。
秋晴れに彩られた沿道では選手の家族や地域
の人たちから拍手と声援が送られ、ランナー達
の走りも一層軽やかに。それぞれの走力にあわ
せたペースで、赤く色づいたアップルロードを
駆け、一路ゴールを目指しました。
表彰式では、各部門 3位までの入賞者へ賞
状と副賞の井川産リンゴが贈られました。
ランナーのみなさん、スタッフのみなさん、
お疲れさまでした。
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―第20 回アップルマラソン結果―
【10km】

■34 歳以下／男子の部
1位　渡部 和朝（井川町） 34分 17秒
2位　田代 正樹（秋田市） 39分 30秒
3位　今野 康和（秋田市） 50分 33秒
■35 歳～ 49 歳以下／男子の部
1位　岩井 寛明（秋田市） 38分 38秒
2位　田村 義直（潟上市） 39分 18秒
3位　藤井 　晃（秋田市） 47分 56秒
■50 歳以上／男子の部
1位　小森 正徳（五城目町） 39分 36秒
2位　金　 公四（秋田市） 40分 43秒
3位　進藤 正樹（秋田市） 44分 02秒

【5km】

■中学生／男子の部
1位　浅野 幸太（井川中） 20分 19秒
2位　小武海主計（井川中） 21分 01秒
3位　高橋 翔平（男鹿東中） 21分 17秒
■16 歳～ 34 歳以下／男子の部
1位　佐藤 幸樹（由利本荘市） 20分 16秒
2位　小武海朋和（五城目町） 20分 48秒
3位　武田 恒悦（五城目町） 36分 21秒
■35 歳～ 49 歳以下／男子の部
1位　阿部 　寿（秋田市） 19分 20秒
2位　児玉 　理（秋田市） 19分 45秒
■50 歳以上／男子の部
1位　佐々木則雄（秋田市） 21分 39秒
2位　板橋 　穣（男鹿市） 21分 52秒
3位　佐々木次夫（五城目町） 23分 11秒

【3kmペア】

■家族の部
1位 丹　教夫・瑞稀（湯沢市）11分 05秒
2位 白川雅之・雅寛（井川町）15分 40秒
3位 鈴木美樹子・尋斗（井川町）16分 05秒
■小学校1～ 3 年生の部
1位 澤石卓磨（井　内）・渡辺郁也（街　道）12分 20秒
2位 景山康平（さくら）・藤田昌輝（新屋敷）12分 27秒
3位 白川空斗（街　道）・白川海斗（街　道）12分 36秒
■小学校4～ 6 年の部
1位 中道真子（今　戸）・浅野夏実（羽　立）10分 07秒
2位 松橋美咲（さくら）・半田眞衣（田　中）10分 39秒
3位 小林玲央（羽　立）・伊藤優也（今　戸）10分 58秒
■中学生／女子の部
1位 伊藤瑞穂（井川中）・安田千聖（井川中） 9分 57秒
2位 渡部夏澄（井川中）・石澤彩香（井川中）10分 04秒
3位 伊藤智奈美（井川中）・伊藤瑠菜（井川中）10分 35秒
■フリーの部
1位 津谷憲生（北秋田市）・澤野弦実（北秋田市） 9分 46秒
2位 小野牧子（秋田市）・細井孝志（潟上市）14分 16秒
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　　人件費
16 年度普通会計決算の歳出に占める割合です。

人件費には、特別職の給料や報酬も含みます。

　　職員給与費
平成17 年度一般会計当初予算の職員給与費です。

職員給与費には特別職の給料・手当は含みません。

また、退職手当も含みません。

平均給料月額・職員平均年齢
（平成 17年4月1日現在）

一般行政職 技能労務職
平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

井川町 319,600 円 45 歳 268,400 円 53 歳

初 任 給
（平成 17年4月1日現在）

区 分 初 任 給
採用2年経過時
給 料 額

一般行政職

大学卒 170,700 円 184,400 円

短大卒 148,500 円 160,200 円

高校卒 138,800 円 148,500 円

経験年数別平均給料月額
経験年数10年～15年 218,600 円

経験年数 15年～20年 225,800 円

経験年数 20年～25年 289,500 円

一般行政職の級別職員数
（平成 17年4月1日現在）

区 分
標準的な
職務内容

職 員 数 構 成 比

１ 級 主 事 補 0人 0.0％

２ 級 主 事 6人 10.5％

３ 級 主 任 12 人 21.1％

４ 級 主 査 10 人 17.5％

５ 級 係 長 12 人 21.1％

６ 級 課長補佐 5人 8.8％

７ 級 課 長 9人 15.8％

８ 級 課 長 3人 5.2％

合 計 57 人 100.0％

※職員の給料表は職務に応じて分かれています。上記のものは
一般行政職の職員に適用されている給料表によるものです。

職員手当
①期末・勤勉手当（支給割合は国と同じ）

平成16年4月1日 平成17年4月1日
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.4 月分 0.7 月分 1.4 月分 0.7 月分

12 月期 1.6 月分 0.7 月分 1.6 月分 0.7 月分

計 3.0 月分 1.4 月分 3.0 月分 1.4 月分

②退職手当（平成17 年 4 月 1 日現在）
支 給 割 合

自己都合 勧奨・定年

勤続20 年 21.00 月分 27.30 月分

勤続 25 年 33.75 月分 42.12 月分

勤続 35 年 47.50 月分 59.28 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分

※退職手当は退職した時点の給料月額に上記の支給割合を乗じ
て支給されます。

③特殊勤務手当（平成16 年度）

支給職員数
全 職 員 に
占める割合

一人当たり
平均支給年額

徴税事務従事者 5人 5.3％ 12,000 円

診 療 所 職 員 8人 8.5％ 109,246 円

※診療所職員には医師も含まれています。
診療所の特殊勤務手当には、患者取扱調整手当、往診手当、
X線（レントゲン）手当が含まれます。

一
般
行
政
職

高

校

卒

歳出額�
31億4,221万円�

給与費総額�
4億3,213万円�

参考：平成 16 年度末住民基本台帳
　　　人口 6,003 人

人件費人件費
6億 6,822 万円6 億 6,822 万円

人件費人件費
以外の経費以外の経費

■平成15 年度■　歳出総額　30 億 5,557 万円■平成 15 年度■　歳出総額　30 億 5,557 万円
人人　　件件　　費　費　 6億 6,980 万円6 億 6,980 万円
人件費率　21.9％人件費率　21.9％

※１人当たりの給与費  576 万円
　（平成 16 年度 573 万円）

給料給料
2億 8,393 万円2 億 8,393 万円

職員手当職員手当
3,573 万円3,573 万円

期末・勤勉手当期末・勤勉手当
1億 1,247 万円1 億 1,247 万円

1

2

3

4

5

6

7



7

井川町職員の給与の状況について、その

あらましをお知らせします。町職員の給

与は、国やほかの地方公共団体との均衡

を考慮しながら、町議会の審議を経て条

例で定められています。

部門別の職員数（各年 4月 1 日現在）
区 分 職 員 数

対前年度比
部 門 16 年度 17 年度
議 会 2 2
総務企画 20 18 △ 2
税 務 4 4
民 生 14 14
衛 生 9 9
農 林 6 7 +1
商 工 1 1
土 木 3 3

特別
行政
部門

教 育 15 16 +1

普通会計　計 74 74
診 療 所 9 8 △ 1
水 道 4 4
下 水 道 2 2
そ の 他 5 4 △ 1
小 計 20 18 △ 2

合 計 94 92 △ 2

※職員数は、一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を
保有する休職者などを含み、臨時・非常勤職員を除いた人数
です。

休暇の状況
①年次休暇の取得状況
総 付 与
日 数

総 取 得
日 数

全 対 象
職 員 数

平均取得
日 数

消 化 率

2,342 日 521.5 日 59 人 8.8 日 22.3％

※全対象職員数とは、平成 16 年 1 月 1 日から同年 12 月 31
日までの全期間を在職した一般職員数です。ただし、町長部
局における一般職員に限ります。
また、総付与日数とは平成 16 年 1 月 1 日現在において、各
職員に付与された日数（前年からの繰越分を含む）を合計し
た日数です。

②育児休業・部分休業・介護休暇の取得状況

区 分
育児休業
（女性）

育児休業
（男性）

部分休業 介護休暇

取得者数 1人 0 人 1 人 0 人

一
般
行
政
部
門

企
業
会
計

④時間外手当（平成16 年度）
支 給 総 額 5,446,000 円

職員一人当たり支給年額 71,000 円

⑤扶養手当・住居手当・通勤手当（平成17 年 4 月 1 日現在）
手 当 名 区 分 支 給 額

扶養手当

配偶者 13,500円

配偶者が扶養親族で
ない場合の、 １人につき 6,500円

配偶者がない場合、 1人につき 11,000円

2人目まで 6,000円

その他の分（3人目から） 5,000円

住居手当
借家の場合の支給限度額
持ち家の場合の支給額

27,000円
2,500円

※新築または購入から5年間支給

通勤手当
交通機関利用の場合の支給限度額
自動車等利用の場合の支給限度額

55,000円
24,500円

特別職の給料等の状況（平成 17 年 7 月 1 日現在）

区 分
給料・報酬月額

期末手当
改正前 改正後

町 長 835,000円 710,000円

助 役 630,000円 567,000円 6月期 1.6月分

収 入 役 590,000円 531,000円 12月期 1.7月分

教 育 長 550,000円 495,000円

議 長 280,000円 252,000円 計 3.3月分

副 議 長 250,000円 225,000円

議 員 235,000円 212,000円

■日時 11 月 19 日（土）午後2：00 開会
■会場 日本青年館 中ホール（東京都新宿区）

参加を希望する方は、役場情報課までお知らせ

ください。〔電話（８７４）４４１３／有線４５６６〕

9

8

10

首都圏に住む仲間たちに、首都圏に住む仲間たちに、
ふるさと〝井川の風〟をふるさと〝井川の風〟を
届けに行きませんか？届けに行きませんか？
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公民館だより�

TEL（874）4422　　有線4443

街 のいい顔のいい顔　　み～つけた！み～つけた！

全町卓球大会

■開催日　11 月 13 日（日） 
　　　　　午前８時45分抽選　９時開会式
■場　所　町民体育館
■参　加　団体　３～４人１チーム
　　　　　（シングルス２、ダブルス１）
　　　　　個人（シングルスのみ）
■申込〆切　当日　午前８時30分

読み聞かせセミナー

■と　き　11 月 24 日（木）
　　　　　午前11時 30分～ 12時 30分
■会　場　井川小学校
■講　師　ボランティア「はこぜ」

代表　古戸　浩子 氏
■内　容　「絵本の読み方・選び方・読み聞かせの

仕方等）講話」と実技指導を行います。
■対　象　小学生保護者対象ですが、当日は学

校開放日となっており、町民の方ど
なたでも参加できます。

※希望者は 11月 21日（月）まで公民館へ。

いかわを拓く町民のつどい

■と　き　11 月 27 日（日）
　　　　　午前９時～12時 30分
■会　場　井川町公民館
■テーマ　自ら考え、行動するまちづくり
　　　　　「地域づくり

　考えよう、語り合おう、動いてみよう」

■内　容　・あいさつ講話　齋藤正寧町長
　　　　　・講演「秋田の先人に学ぶ」
　　　　　　　　　―自ら地域を起こすとは―
　　　　　・講師　地域文化研究会AKITA主宰

佐々木久春 氏
　　　　　・シンポジウム

「他町に学ぶ―地域づくりあれこれ」
― 町民のみなさんの参加をお願いします ―

教　室・講　座 開　催　日 備　　考

いかわキッズ・クラブ 3日（木） 会場　防災センター

和太鼓サークル 12日、26日（土） 会場　公民館

英 会 話 教 室 9日、16日（水） 会場　公民館

3 B 体 操 講 座 2日、16日（水） 会場　公民館

絵 手 紙 講 座 10日、17日（木） 会場　公民館

井川高齢大学・大学院 24日（木）
会場　国花苑、小学校

ふれあい学習

お 茶 を 楽 し む 22日（火） 会場　公民館

ファミリー川柳コンテスト（結果）
８月の広報で募集しました家庭教育支援総合推進事業による「川
柳コンテスト」の結果を紹介します。
　全県の応募作品（2856句、1805人）中、19点に、井川町から
は二名の作品が〈大人の部〉で入賞しました。
《ほんわかファミリー賞》
母の掌に 体温計が 組み込まれ ～湊　昭彦さん（大倉町内）

《佳　作》
とうさんが 名シェフになる キャンプ場 ～遠藤一子さん（今戸町内）

いろんな世界が待ってるヨ！
公民館図書室

風が冷たく感じられるようになりました。みなさんお元気ですか。
今月も心を込めて本の紹介を致します！

みんな　あかちゃんだった 鈴木まもる／小峰書店
生まれたときから３歳くらいまでの様子が、こまかくイラストと
文で描かれています。

大型判　あらしのよるにシリーズ５冊をまとめて紹介します。

あるはれたひに・くものきれまに きむらゆういち／講談社
きりのなかに・どしゃぶりのひに・ふぶきのあした
　ヤギとオオカミが出会ったらいったいどうなるの？…２匹の友
情物語です。大型判になってカラーページもふえました！

残花亭日暦 田辺　聖子／角川書店
　生きていくことの哀しみと安堵を、手ざわりのあることばで
綴った、感動と発見にみちた日記エッセイ。（解説文より）

邂逅の森 熊谷　達也／文藝春秋
　奔放に生きてきた富治を巨大熊に向かわせたものは何か？
　第17回山本周五郎賞受賞作、第131回直木賞受賞作。

天国で君に逢えたら 飯島　夏樹／新潮社
　余名宣告を受けた世界的なウインドサーファーが綴る、奇跡の
ラブストーリー。TVでも放映されました。
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産業展（農産物、食品加工、農産加工品の展示）

農協展（農業関係ポスター展示）

共済展（農業共済事業／農作物被害等パネル展）

土地改良区展（土地改良事業パネル展）

商工展（暖房・ガス器具等の展示販売）

文化祭（書道、絵画、写真、手芸、生け花、
フラワーアレンジメント、文芸、盆栽

など展示）

福祉展（老人福祉展、障害者福祉展）

健康展（ころばぬ先の杖「ためして！健康チェック」
試食コーナー／食生活改善推進協議会

10：00 ～ 14：00）

産
業
展
で
は
農
産
物
、食
品
加
工
品
、

農
産
加
工
品
の
各
展
示
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

◆
農
産
物　

▽
水
稲
10
株 

▽
玄
米

1.5 

kg 

▽
大
豆
２
㍑ 

▽
株
大
豆

５
株 

▽
小
豆
２
㍑ 

▽
ゴ
ボ
ウ
10

本 

▽
タ
マ
ネ
ギ
５
個 

▽
ニ
ン
ジ

ン
５
本 

▽
ネ
ギ
10
本 

▽
ダ
イ
コ

ン
２
本 

▽
長
イ
モ
２
本 

▽
カ
ボ

チ
ャ
２
個 

▽
キ
ャ
ベ
ツ
２
個 

▽

ハ
ク
サ
イ
２
個 

▽
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
２
束 

▽
雑
穀
２
㍑ 

▽
そ
の
他

（
大
き
い
も
の
、
珍
し
い
も
の
等
）

◆
食
品
加
工

①
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
も
の 

②
素
材
の
旨
み
を
活
か
し
て
い

る
も
の 

③
塩
分
・
糖
分
の
量
に

工
夫
が
さ
れ
て
い
る
も
の
、 

な
ど

お
い
し
い
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ

ー
を
募
集
。
出
品
時
に
は
調
理

レ
シ
ピ
も
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
「
転
作
大
豆
を
生
か
そ

う
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
〝
大
豆
〞

を
使
っ
た
料
理
も
大
歓
迎
で
す
。

※
食
品
加
工
品
は
役
場
２
階
へ
直
接

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
農
産
物
等
の
受
付
】

□
受
付
日
時　

11
月
４
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
前
11
時

□
受
付
場
所　

井
川
町
役
場
２
階
、

今
戸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

葹
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

□とき　11 月５日（土）～６日（日）

□会場　井川町役場庁舎２階

　　　　井川町公民館

 井川町健康センター

○各展示コーナー（９：００～ 17：００）

○各展示コーナー（９：00 ～ 14：30）

○出店コーナー

○歌と踊りのつどい
（農村環境改善センター／9：30 ～ 14：30）

○お茶会（１０：００～）

○表彰式および祝賀会（15：30 ～）

【
文
化
祭
出
品
物
の
受
付
】

□
受
付
日
時　

11
月
２
日
（
水
）

午
後
１
時
〜
午
後
６
時

（
11
月
４
日（
金
）午
前
９
時
〜
正
午
）

□
受
付
場
所　

井
川
町
公
民
館

【
福
祉
展
出
品
物
の
受
付
】

□
受
付
日
時　

11
月
４
日
（
金
）

午
前
９
時
〜
午
前
11
時

□
受
付
場
所　

町
健
康
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場　

産
業
課　

有
線
４
５
４
６

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
８

井
川
町
公
民
館　

有
線
４
４
４
３

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
２

9
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アップルロード沿道等を清掃
クリーンアップウォーキング

〝井川アップルマラソン〟の開催を一週間後
にひかえたこの日、「クリーンアップ・ウォー
キング」が行なわれました。
ランナーたちが気持ちよくコースを走れる
ようにと、清掃と健康づくりをかねて例年行
なわれているもので、児童やその父兄たち約
20人がアップルマラソンコース沿道の清掃
に汗を流しました。おつかれさまでした。

車や自転車のカギ掛け、忘れずに！
防犯協会員が街頭呼びかけ

この日の早朝、さくら駅前駐輪場および駐
車場では、町防犯協会（会長・白川雅孝氏）
による自動車・自転車盗難防止の呼びかけが
行なわれました。〝みんなでつくろう安心の
街〟をテーマにした「全国地域安全運動」の
一環として実施されたもので、会員らは通勤・
通学に駅を利用する方々に啓蒙パンフレット
を配布して、カギ掛けを呼びかけました。

 
憩う笑顔に会いたい

―第２０回桐ヶ丘療護園祭―

桐ヶ丘療護園では「第 20回桐ヶ丘祭」が
開催されました。開会に先立ち施設利用者を
代表して、佐々木秀雄さんが歓迎のあいさつ
をした後、施設利用者による大正琴の演奏や
職員と合同での演劇が披露され、会場から笑
顔が絶えませんでした。
また、各展示コーナーには利用者による書
道や写真、絵画、陶芸など見事な作品群が、
秋の祭典に華を添えていました。

野に咲く花のように
―第 6回さくら苑祭―

さくら苑では「第６回さくら苑祭」が開催
されました。
オープニングは施設利用者と職員による合

唱。「野に咲く花のように」などが披露され
た後、井川中・吹奏楽部による演奏会が催さ
れました。また鷲谷りつ子さんら一行を迎え
て民謡歌謡ショーもあり、会場からは大きな
拍手が送られていました。バザーや軽食コー
ナーも終日大いに賑わいを見せていました。

10/10

10/20

10/15
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９
／
26
・
27

潟
上
市･

南
秋
田
郡

中
学
校
秋
季
体
育
大
会
結
果

■
野 

球 

第
３
位　

井
川
中
学
校

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男 

子 

準
優
勝　

井
川
中
学
校

女 

子 

準
優
勝　

井
川
中
学
校

■
柔 

道

男
子
団
体　

準
優
勝　

井
川
中
学
校

男
子
個
人

（
２
年
）
81 

kg 

級　

優 

勝  

伊
藤 

優
佑

 

〃 

73  

kg 

級　

優 

勝  

工
藤 

大
地

 

〃 

〃 

　

準
優
勝  

伊
藤 

剛
裕

 

〃 

66 

kg 

級　

３ 

位  

渡
部 　

伸

 

〃 

55 

kg 

級　

３ 

位  

湊　

 

弘
明

 

〃 

48 

kg 

級　

優 

勝  

石
山 

皓
也

 

〃 

〃 

　

３ 

位  

伊
藤 　

群

（
１
年
）
66 

kg 

級　

優 

勝  

石
井 

竜
太

 

〃 
 

55 

kg 

級　

優 

勝  

伊
藤 

祐
也

女
子
団
体　

第
３
位　

井
川
中
学
校

女
子
個
人63 

kg 

級　

３ 

位　

菅
生 

亜
希

52 

kg 

級　

３ 

位　

高
橋 

恵
里

48 

kg 

級　

優 

勝　

菅
生 

愛
里

武田 弘子さん（今 戸）

武田さんは、７年間にわた

り、井川町交通指導隊員と

して、交通秩序の保持と交

通事故防止につとめてこら

れました。

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

二田 一朗さん（大 台）

二田さんは、長年にわたり

町防犯協会理事として、地

域の安全活動に尽力され安

心のまちづくり努められて

きまました。

湊　 廣道さん（横 岡）

湊さんは、長年にわたり町

防犯協会理事として、地域

の安全活動に尽力され安心

のまちづくり努められてき

まました。

軽やかにゴールを駆けぬける姿に歓声響く
―第３０回老人スポーツ大会―

健康で明るく、楽しく交流しながら運動をしよ
うと「第30回老人スポーツ大会」が町民体育館
を会場に開催されました。16団体約300人の老
人クラブ会員が体力比べとばかりに、ピンポン球
運びリレーや空ビン転がしリレー、ボール運び競
争などのレクリエーション種目に汗を流しました。
参加者たちの
ハッスルプレー
の連続に、会場
からは笑い声が
上がり、真剣な
表情に大きな声
援が送られてい
ました。

八柳 ミヱさん（羽 立）

八柳さんは、長年にわたり

井川町食生活改善推進員と

して、食と健康の大切さを

深く認識され、地域の食生

活改善の推進に積極的につ

とめてこられました。

10/12

９
月
24
日
・
25
日



秋

10
-8

10
-7

10
-6

10
-5
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10/9  井川中吹奏楽部による〝10/9  井川中吹奏楽部による〝秋のコンサート〟が
行われ、今年の集大成と行われ、今年の集大成となる見事な演奏に
会場から大きな拍手が送会場から大きな拍手が送られました。

10/24 コミュニティセンターでは「草木染教室」が行われ、10/24 コミュニティセンターでは「草木染教室」が行われ、
16人の児童が参加。玉ネギの皮を染め材に使用した16人の児童が参加。玉ネギの皮を染め材に使用した
草木染めハンカチ作りを体験しました。草木染めハンカチ作りを体験しました。

10/22 井川小学校では学習発表会が行10/22 井川小学校では学習発表会が行
われ、児童たちの堂々の発表にわれ、児童たちの堂々の発表に
会場からは笑顔があふれました。会場からは笑顔があふれました。

いかわっいかわっこたち

秋秋ももものがたり

10/23 井川中学校では〝井中祭 ーキズナ☆みんなの笑顔ー〟が行わ10/23 井川中学校では〝井中祭 ーキズナ☆みんなの笑顔ー〟が行わ
れ、大勢の来場者がありました。オープニングでは全校生れ、大勢の来場者がありました。オープニングでは全校生
徒による合同合唱、「君をのせて」が披露されました。徒による合同合唱、「君をのせて」が披露されました。

10/18 こどもセンター10/18 こどもセンターでは〝サツマイモ掘
り〟が行われましり〟が行われました。一番の大物を
探す園児たち。大探す園児たち。大物を手にして最高
の笑顔を見せてくの笑顔を見せてくれました。
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◆
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い

る
人
。
主
に
会
社
勤
め
の
方
や
公
務
員
な

ど
で
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者

第
２
号
被
保
険
者
の
被
扶
養
配
偶
者
で
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
す
。

◎
国
民
年
金
の
相
談
は
、

「
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ

「
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
、
年
金
に
関
す

る
相
談
や
手
続
き
専
門
の
窓
口
で
す
。
年
金

の
請
求
手
続
き
や
資
格
記
録
の
確
認
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
の
際
に
は
、
年
金

手
帳
、
年
金
証
書
、
印
か
ん
な
ど
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、「
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー
」
の
ほ
か

に
も
役
場
町
民
課
・
国
民
年
金
窓
口
で
も
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。

◆
社
会
保
険
庁
・
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

（
秋
田
市
中
通
／
北
都
銀
行
別
館
４
階
）

電
話
０
１
８
（
８
３
７
）
６
５
０
０

◎
年
金
は
あ
な
た
が
「
主
人
公
」
で
す

社
会
保
険
庁
で
は
、
11
月
６
日
か
ら
12
日

ま
で
を
「
年
金
週
間
」
と
定
め
、
年
金
制
度

の
普
及
・
啓
蒙
活
動
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
制
度
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解
し

ま
し
ょ
う
。

◆
国
民
年
金
は
国
が
運
営
し
、
確
実
な
将
来

の
支
え
に
な
り
ま
す
。

◆
生
涯
受
け
取
れ
て
、
老
後
も
安
心
な
終
身

保
障
で
す
。

◆
保
険
料
は
全
額
、
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
で
す

◎
国
民
年
金
は
20
歳
か
ら

み
ん
な
が
加
入
す
る
制
度
で
す

国
民
年
金
へ
の
加
入
は
次
の
３
種
類
に
区

分
さ
れ
ま
す
。

◆
第
１
号
被
保
険
者

日
本
に
住
所
が
あ
っ
て
、
次
の
第
２
・
３

号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
人
を
除
く
、

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
人
で
す
。
主
に
農

業
、
自
営
業
者
、
学
生
な
ど
で
す
。

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
ま
す

11
月
12
日
か
ら
25
日
ま
で
の
期
間
、「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
を
実
施

し
ま
す
。夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
、

職
場
等
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
と
い
っ
た
女
性
を

め
ぐ
る
人
権
問
題
を
無
く
そ
う
と
、
期
間
中

は
全
国
一
斉
相
談
日
を
設
け
、
女
性
の
人
権

相
談
に
応
じ
ま
す
。

□
相
談
日　

11
月
20
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

電
話
０
１
８
（
８
６
２
）
６
５
０
３

身
近
な
こ
と
か
ら
、

人
権
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
、
人
権
週
間

で
す
。
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
24
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
の
「
人
権

デ
ー
」
を
最
終
日
と
す
る
一
週
間
を
人
権
週

間
と
定
め
、
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の

た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。

【
人
権
・
い
じ
め
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

電
話
０
１
８
（
８
６
２
）
６
５
３
３

人
権
・
困
り
ご
と
相
談
所
の
開
設

人
権
に
関
す
る
困
り
ご
と
を
お
受
け
す
る

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▽
近
隣
と
の
争
い
ご
と 

▽
子
ど
も
や
高
齢

者
へ
の
虐
待 

▽
配
偶
者
か
ら
の
暴
力 

▽
登

記
、
戸
籍
、
相
続
、
扶
養
等
の
問
題 

▽
名

誉
や
信
用
を
傷
つ
け
ら
れ
た
と
き
な
ど

□
日
時　

12
月
５
日
（
月
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

□
会
場　

町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

□
相
談
担
当　

人
権
擁
護
委
員
・
佐
藤
秀
弘

さ
ん（
小
泉
）、伊
藤
典
美
子
さ
ん（
今
戸
）、

伊
藤
満
洲
雄
さ
ん
（
街
道
）

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課
ま
で

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６

有
線　

４
４
４
１

国
民
年
金　

11
月
６
日
か
ら
12
日
は 

「
年
金
週
間
」
で
す

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識 

―
 

人
権
週
間
が
は
じ
ま
り
ま
す
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☆
対
象
児
童　

０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

☆
保
育
時
間

１
日
の
保
育
時
間
は
８
時
間
を
標
準
と
し

て
い
ま
す
。
井
川
町
の
場
合
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
は
午
前
７
時
30
分
か
ら
午

後
４
時
30
分
、
土
曜
日
は
午
前
７
時
30
分

か
ら
午
前
11
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
退
園
時
間
に
つ
い
て
保
護
者
か
ら

の
希
望
が
あ
れ
ば
、
個
別
に
相
談
に
応
じ

ま
す
。（
延
長
保
育
は
午
後
７
時
ま
で
）

☆
保
育
内
容

乳
児
保
育
、
障
害
児
保
育
、
一
時
保
育
も

実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
保
育
料

保
護
者
等
の
所
得
に
応
じ
て
保
育
料
を
算

定
し
ま
す
。（
徴
収
金
基
準
額
表
に
基
づ

き
保
育
料
を
決
定
し
ま
す
）

井
川
町
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
園
児
を
募
集
し
ま
す 

―
 

平
成
18
年
度
入
園

☆
対
象
児
童

○
５
歳
児　

平
成
12
年
４
月
２
日
〜

13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

○
４
歳
児　

平
成
13
年
４
月
２
日
〜

14
年
４
月
１
日
生
ま
れ

※
５
歳
児
対
象
で
、
現
在
幼
稚
園
に
入
園
し

て
い
る
児
童
は
入
園
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

☆
保
育
時
間

１
日
の
保
育
時
間
は
４
時
間
を
標
準
と

し
て
い
ま
す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
８
時
か
ら
午
後
１
時
15
分
ま
で
と

し
、
延
長
保
育
は
行
な
い
ま
せ
ん
。

☆
保
育
料
等

保
育
料 

月
額　

７
、０
０
０
円

給
食
費 

月
額　

３
、５
０
０
円

町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18
年
度
の
井
川

町
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
園
児
の
入
園
手
続
き
を

受
付
け
し
ま
す
。

11
月
24
日
（
木
） 

午
前
10 
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
、
11
月
25
日
（
金
）
午
後
５
時
か
ら
午

後
７
時
ま
で
、
井
川
町
公
民
館
（
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
内
）
で
受
付
け
し
ま
す
。

保
育
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は「
入
所
申
請
書
」

「
就
労
・
内
職
証
明
書
」
な
ど
、
必
要
な
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
町
教
育
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
４　

有
線
４
５
３
８

「
行
政
改
革
懇
談
会
委
員
」
を
公
募
し
ま
す 

―
 
 

11
月
15
日
締
め
切
り

町
で
は
、
自
立
計
画
に
基
づ
い
た
行
政

改
革
を
推
進
す
る
た
め
、「
行
政
改
革
大
綱
」

や
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

策
定
に
あ
た
っ
て
、
意
見
・
提
言
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
民
意
を
町
政
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
を
目
的
に〝
行
政
改
革
懇
談
会
委
員
〞

の
公
募
を
行
い
ま
す
。
会
議
で
は
、
町
政
執

行
の
あ
り
方
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
な

ど
、
今
後
の
行
政
全
般
に
対
し
て
審
議
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

本
懇
談
会
は
公
募
委
員
の
ほ
か
、
各
種
団

体
の
方
や
有
識
者
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

□
会
の
名
称　

井
川
町
行
政
改
革
懇
談
会

□
主
な
審
議
内
容　

行
政
改
革
大
綱
・
集
中

改
革
プ
ラ
ン
、
そ
の
他
行
政
改
革
の
推
進

に
関
す
る
こ
と

□
公
募
人
数　

若
干
名

□
資
格　

井
川
町
に
住
所
を
有
す
る
満
十
八

歳
以
上
の
者
で
あ
る
こ
と

□
締
め
切
り　

十
一
月
十
五
日
（
火
）
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
】

役
場 

総
務
課

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１　

有
線
４
５
６
１

e-m
ail/soum

u@
tow
n.ikaw

a.akita.jp

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
週
火
曜
日
（
午

前
中
）
に
粗
大
ご
み
（
可
燃
性
・
不
燃
性
）

を
受
付
け
し
ま
す
。
な
お
、
清
掃
セ
ン
タ
ー

ま
で
の
運
搬
に
つ
い
て
は
、
各
自
で
負
担
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
可
燃
性
（
燃
え
る
）
粗
大
ご
み

〔
収
集
対
象
品
目
と
収
集
手
数
料
〕

▼
タ
ン
ス
、
本
棚
、
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
、

机
、
ベ
ッ
ド
等
の
大
型
の
も
の

（
収
集
手
数
料
五
〇
〇
円
／
一
点
）

▼
布
団
、
マ
ッ
ト
レ
ス
、
座
布
団
、
座
椅

子
、
ジ
ュ
ー
タ
ン
・
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

（
収
集
手
数
料
一
〇
〇
円
／
一
点
）

※
農
業
用
の
ビ
ニ
ー
ル
等
は
産
業
廃
棄
物
に

分
類
さ
れ
ま
す
の
で
、
可
燃
性
粗
大
ご
み

と
し
て
処
理
で
き
ま
せ
ん
。

毎
週
火
曜
日
は
〝
粗
大
ご
み
〞
を
受
付
け
し
ま
す 

―
 

来
年
３
月
ま
で

◆
不
燃
性
（
燃
え
な
い
）
粗
大
ご
み

□
収
集
対
象
品
目
と
収
集
手
数
料

▼
石
油
ボ
イ
ラ
ー
、
ス
チ
ー
ル
製
机
、

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
等
の
大
型
の
も
の

（
収
集
手
数
料
五
〇
〇
円
／
一
点
）

▼
自
転
車
、
三
輪
車
、
扇
風
機
、
乳
母
車

小
型
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
等
の
小
型
の
も
の

（
収
集
手
数
料
一
〇
〇
円
／
一
点
）

※
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
エ
ア
コ
ン
・
洗
濯

機
・
パ
ソ
コ
ン
類
は
受
付
け
し
ま
せ
ん
。

※
農
機
具
・
古
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
等
は

受
付
け
し
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

役
場 

町
民
課 

有
線　

４
４
４
１

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
６

清
掃
セ
ン
タ
ー  

有
線 

３
６
０
０

電
話
（
８
７
４
）
２
０
３
０
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井川町役場　0018-874-4411
ＵＲＬ http://www.town.ikawa.akita.jp/
E-mail jouhou@town.ikawa.akita.jp

ハローワークからのお知らせ
―雇用関連情報コーナーの案内―
ハローワーク秋田では、利用される

方の利便性の向上と効率的な就職支援
を図ることを目的として、ワンストッ
プサービスを実施するための窓口「雇
用関連情報コーナー」を設置しました。
各種助成金制度の活用のための相

談・助言等の業務を行なっております
ので、お気軽にご利用ください。
【問い合わせ】ハローワーク秋田

雇用関連情報コーナー
電話０１８（８６４）４１１１

無料登記相談会を開催します

秋田県土地家屋調査士会秋田支部で
は、無料登記相談会を開催します。土
地・建物の測量、土地の境界、登記手
続きなどの悩み、困りごとの解決に、
この機会をご活用ください。

□日時　１１月１２日（土）
13：00～ 16：00

□会場　秋田市文化会館（第４会議室）

□内容　土地の測量、境界問題、分筆、
合筆、地積更正、地目変更
の登記手続きや、建物の測
量、新築、増築、滅失など
の登記手続きについて相談
をお受けします。

【問い合わせ】
秋田県土地家屋調査士会秋田支部・

半田土地家屋調査士事務所
電話０１８（８５５）６５５５

無料調停相談会を開催します

家庭内の問題（夫婦（離婚）・親子
関係、扶養、相続、遺言）や土地・建
物・金銭のもめごと、消費者金融問題
や交通事故補償などの相談をお受けし
ます。

□日時　１１月１１日（金）
10：00～ 15：00

□会場　秋田簡易裁判所（秋田市山王）

【問い合わせ】
秋田簡易裁判所内 秋田調停協会
電話０１８（８２４）３１２１

人生を楽しむためのお金のレッスン
―2005 金融経済講演会―

金融環境がめまぐるしく変化する社
会情勢の中で、暮らしをより充実させ
るためには、一人一人がお金や生活に
ついて考える必要があります。
今回、人気キャスターでありファイ

ナンシャルプランナーの資格を持つ生
島ヒロシ氏を講師に迎え、人生を楽し
むためのお金の使い方などを、わかり
やすく講演します。入場は無料です。

□日時　11月９日（水）
15：00～ 16：40

□会場　ホテルメトロポリタン秋田

□参加　参加を希望する方は事前申込
が必要です。定員先着250人。

【問い合わせ】
秋田県金融広報委員会事務局
電話０１８（８３１）１０７０

夕暮れは歩行者・自転車に気をつけて
―ライトは早めに点灯しましょう―

夕暮れ時は、一日の仕事の疲れなど
で集中力が低下することや、周りの薄
暗さで歩行者や自転車などの発見が遅
れ、交通事故が発生しやすくなります。
警察では現在「夕暮れ時における交

通事故防止」のため、日没前のライト
点灯の呼びかけを行なっています。

自動車ドライバーのみなさんへ
◇ライトは早めに点灯し、ライトの届
く範囲内で、安全に停止できる速
度を心がけましょう。

◇夕暮れ時の路上駐車は大変危険で
す。駐車場など安全な場所に駐車
してください。

歩行者のみなさんへ
◇夕暮れ時の外出には、明るい色や夜
間反射する服装を着用しましょう。

◇くつ、帽子、バッグなどの持ち物に
反射材をつけましょう

◇走っている車や駐車中の車の前後か
らの横断はやめましょう。

自転車利用のみなさんへ
◇自転車には前後や横からも見える夜
光反射材をつけましょう。

◇ライトは必ず点灯してください。
◇交差点では、右左折車に注意して安
全に横断しましょう。

□試験種目　自衛隊生徒

□応募資格　平成18年４月１日現在、
15歳以上17歳未満の男
子で中学校卒業者または
18年３月中学校を卒業
見込みの者

□受付期間　11月１日から
平成18年１月10日まで

□試 験 日　平成18年１月14日（土）

【問い合わせ】
自衛隊秋田募集案内所（秋田市茨島）
電話０１８（８６４）４９２９
http://www.akita.plo.jda.go.jp/

高齢者のみなさんへ
「悩みごと･心配ごと無料相談」実施

秋田県高齢者総合相談センターで
は、無料巡回相談を実施します。
お年寄りの方や、その家族の福祉・

介護、法律のことなど日常生活の面
で知りたいこと、聞きたいこと、悩
みごとなどに親身になって相談に応
じます。秘密は守られます。

□日時　１１月９日（水）
13：00～ 15：00

□会場　町農村環境改善センター

【問い合わせ】
井川町社会福祉協議会（ゆうゆう）
電話０１８（８７４）２６１１  
有線４４４０

※相談員は、専門相談員（弁護士）、
高齢者総合相談センター相談員、
町の心配ごと相談員の方々です。
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テレフォンカードが当たる

広報クイズ　No.154

◆今月の問題
(1) 町内外の企業が異業種交流し、井川町産業

の活性化を目的として設立した会は何？
(2) 第 20回アップルマラソンに参加したラン

ナーは何人でしたか？
(3) 首都圏ふるさと井川会総会の開催日は何月

何日ですか？

◆応募の方法
ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、
町内の方は世帯主名を記入してください。
たくさんの応募をお待ちしております。

◆あて先
〒018-1596　井川町北川尻字海老沢樋ノ口78-1

井川町役場情報課　広報係まで

◆しめきり
11月 21日 ( 月 ) 当日消印有効

クイズの正解者の中から抽選で３人にテレ
フォンカードをプレゼント。前回の答えは、
(1)31億 4,220万 7千円、(2)介護について、
(3)２人でした。

広報クイズ　No.171

の
　５　日 U ～　６　日 O

11日 T

13日 O

19日 U

27日 O

井川町産業祭・町民文化祭

地域づくりフォーラム
（午後2時～／町農村環境改善センター）

全町卓球大会
（午前9時～／町民体育館）

首都圏ふるさと井川会総会
（東京都／日本青年館）

いかわを拓く町民のつどい
（午前９時～／町農村環境改善センター）

11月 ぼくたち、
むしばなかったよ
1歳6ヵ月児健診で、むし歯の
なかった子どもたちです。

保健だより● 11月分

健康相談・母子健康手帳交付・わいわい広場
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

11 月  7 日
 21 日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00 ～ 17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票交付
保健指導、栄養指導

毎週月曜日
※祝日は除く

わいわい
広 場

乳幼児・親等が対象。みんなで遊び、
情報交換、相談 (育児、栄養等 ) もできます

9：30 ～ 11：30
健康センター等

すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

11 月 15 日
（火）

３ 歳 児
健 診 Ｈ14年2月～5月生

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

11 月 22 日
（火）

すくすく
学 級 H17年8月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30 ～ 9：45
健康センター

乳児健診
Ｈ16年11月､
Ｈ17年1月、7月、4月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00 ～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく
○７ヶ月児は離乳食指導がありますので、１時までに受付を済ませてください

予防接種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

11 月 14 日
（月）

三 種 混 合
予 防 接 種

Ｈ16年11月12日～Ｈ17年8月15日生
および７歳 6ヵ月未満で未実施の子

13：30 ～ 14：00
井川町診療所

子宮がん・乳がん検診の予約
対象：元号（昭和）の奇数年生まれの方

医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

湖 東 総 合 病 院 で
検診を希望する方

月～土　9 時～ 11 時（第２・４土曜日を除く）
木～金　9 時～ 11 時、13 時～ 14 時 30 分

病院･福祉活動室
電話875-2100

秋田組合総合病院で
検診を希望する方

毎週金曜日
（12 月受診希望の方は、11 月 11 日までに要連絡）

町健康センター
電話874-3300

千葉医院で検診を希望
する方（子宮がんのみ）

月～土　9 時～ 11 時
月～金　14 時～ 16 時

千葉医院
電話875-5360

食生活改善推進員養成講座
月　日 内　　　容 受付時間・会場

11 月 18 日
（金）

・レクダンス
・栄養･運動･休養のバランス

9：30 ～ 12：00
農環センター

伊藤朱
あかり

里ちゃん
（赤 沢）

伊藤茉
まひろ

宏ちゃん
（上 村）

小武海日
ひより

和ちゃん
（羽 立）

伊藤貫
かんや

矢ちゃん
（田 中）

森田楓
ふうこ

子ちゃん
（八 幡）

伊藤真
ま や

彩ちゃん
（上 村）

山崎由
ゆうと

翔ちゃん
（羽 立）

金子鳳
ふうま

真ちゃん
（羽 立）

浅野光
こうた

汰ちゃん
（今 戸）

伊藤　華
はな

ちゃん
（宇治木）

〈３つの習慣〉
○寝たばこは、絶対にやめる
○ストーブは燃えやすいものから離して使う
○コンロなどのそばから離れる時は必ず火を消す

〈４つの対策〉
○住宅用火災警報機を設置する
○寝具や衣類は防炎製品を！
○火の小さいうちに住宅用消火器を備える
○隣近所の協力体制をつくる

11 月６日～ 12 日は

『あなたです  火のあるくらしの  見張り役』
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このコーナーは、毎週水曜日、有線放送の定時放送
で放送されます。ひとくち英会話のテキストとして
ご利用ください。

Counting（How～？）
（どのくらい）

Susan:Hi, Jane. What are you doing after work 
today?

スーザン：こんにちはジェーン。今日仕事が終わったら何か予
定ある？

Jane:I plan to go jogging.
ジェーン：ジョギングに出かける予定にしているの。

Susan:Really? How often do you jog?
本当？どのくらいジョギングしているの？

Jane:About three times a week.
だいたい一週間に３回くらいね。

Susan:Wow, that's a lot. How far do you usually 
run?
え～っ、そんなに多く。ふつうはどのくらいの距離を
走っているの？

Jane:It depends, but usually about five kilo-
meters.Sometimes my husband joins, but 
usually I jog alone.
その日によって違うけど、ふつうは約5キロくらい。
時々私の夫も一緒にジョギングするのよ。でもいつも
は私ひとりでやっているわ。

Susan:I'm impressed. How long have you been 
jogging?
感心したわ。もうどのくらいジョギングを続けているの？

Jane:I started in Junior High School, so about 
fourteen years now.I plan to run in the 
Tazawako Marathon next year.
中学生の時に始めたからもう14年くらいになるわね。
来年は田沢湖マラソンにでることを計画しているの。

Susan:Good luck!
がんばって！

武田 知之さん (さくら )

おかし屋さんになって、
みんなに喜んでもらい
たいです

松橋 美咲さん (さくら )

保母さんになって、小
さい子どもたちの面倒
をみてあげたいです

中道 真子さん ( 今戸 )

バスケが上手くなって
ＪＢＬのＪＯＭＯチー
ムに入りたいです

178

武塙 雄也さん ( 井内 )

プロ野球選手になって
ホームランを打ちたい
です

中山 祐樹さん (小今戸 )

プロバスケット選手に
なって、トヨタ自動車
チームで活やくしたい

三戸 　奏さん ( 今戸 )

わたしは人々の役に立
つ、福祉関係の仕事を
したいです

秋田中央高校

バスケットボール部

湊 麻衣子さん（２年・横 岡）

大
会
、
東
北
大
会
を
と
も
に
準
優
勝
し
、
全

国
大
会
出
場
の
切
符
を
手
に
し
た
。
全
国
で

は
各
地
の
強
豪
校
と
対
峙
し
て
、
チ
ー
ム
を

見
事
ベ
ス
ト
８
の
好
成
績
に
導
い
た
。

　

〝
初
心
と
基
本
を
忘
れ
ず
に
、
常
に
攻
め

る
気
持
ち
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
を
心
が
け
て

い
る
〞
と
の
言
葉
の
影
に
は
人
並
な
ら
ぬ
努

力
が
感
じ
と
れ
る
。
三
ポ
イ
ン
ト
・
シ
ュ
ー

タ
ー
と
し
て
日
々
の
シ
ュ
ー
ト
練
習
は
欠

か
せ
な
い
。
チ
ー
ム
練
習
後
に
居
残
っ
て
の

シ
ュ
ー
ト
練
習
。
「
試
合
中
の
一
瞬
を
逃
さ

ず
に
、
正
確
に
決
め
る
こ
と
。
安
定
し
て
確

実
に
得
点
で
き
る
シ
ュ
ー
タ
ー
」
が
目
標
。

「
他
校
と
も
新
メ
ン
バ
ー
に
入
れ
替
わ
っ
て

か
ら
公
式
戦
で
試
合
し
て
い
な
い
の
で
、
実

力
が
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

新
人
戦
で
は
一
戦
々
々
確
実
に
勝
つ
試
合
を

し
た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

今
夏
の
高
校
総
体
秋
田
県
大
会
で
、
全
県

準
優
勝
し
た
秋
田
中
央
・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
。『
打
倒
！
経
附
』
を
胸
に
誓
い
、

今
月
下
旬
に
開
催
さ
れ
る
新
人
戦
に
向
け
て

練
習
に
励
ん
で
い
る
の
は
湊
麻
衣
子
さ
ん
。

小
学
四
年
か
ら
始
め
た
ミ
ニ
バ
ス
、
中
学

時
代
に
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
、
ま
た
中
心

プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
率
い
て
全
県
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半
田　

嘉か

な

と

那
斗
ち
ゃ
ん
（
１
歳
）

お菓子を食べて「にっこり」笑顔。
外に出るのが大好きな嘉那斗。
歩くのも上手になって、
毎日ハラハラだけど
新しいクツ履いて
外で一緒にあそぼうね！

父
・
嘉　

英
さ
ん

羽
立
町
内　
　母
・
真
寿
美
さ
ん

井川短歌会詠草

我
が
た
め
に
「
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
」
を
歌
い
く
る
る
家う
か
ら族

の
あ
り
て
夕ゆ
う
げ餉

賑
わ
う

遠
藤
恵
美
子

若
き
日
に
無
い
無
い
づ
く
し
の
我
が
歩
み
苦
き
思
い
も
今
は
懐
か
し 

鈴
木
ヒ
ロ
子

空
青
く
晴
れ
わ
た
り
た
る
森
吉
の
山
頂
目
指
し
ゴ
ン
ド
ラ
は
行
く 

伊
藤　

陽
子

小
豆
も

ぐ
わ
れ
に
対む
か

い
て
構
え
い
し
蟷か
ま
き
り螂
は
や
が
て
向
き
を
変
え
た
り 

小
林　

喜
作

秋
ナ
ス
も
こ
れ
で
終
り
と
食
卓
に
出
せ
ば
た
ち
ま
ち
空
に
な
る
皿 

小
林　

タ
ミ

太
陽
の
め
ぐ
み
を
一
樹
に
受
け
と
め
て
梢
の
柿
も
色
づ
き
に
け
り 

鈴
木　

鉱
造

八
十
を
過
ぎ
た
る
吾
は
病
み
て
よ
り
妻
と
腕
組
み
リ
ハ
ビ
リ
続
く 

渡
部　

光
造

ひ
こ
ば
え
の
伸
び
た
る
田
面
を
風
に
の
り
と
ん
ぼ
群
れ
飛
ぶ
傍
ら
を
行
く 

工
藤　

美
穂

晴
れ
わ
た
り
稲
田
ゆ
た
か
に
黄
ば
み
い
て
コ
ン
バ
イ
ン
も
人
も
楽
し
げ
に
動
く 

伊
藤
千
代
美

七
回
忌
は
や
巡
り
来
て
墓
洗
う
夫
あ
り
し
日
に
思
い
馳
せ
つ
つ 

伊
藤
ミ
ヤ
子

秋
晴
れ
に
干
し
し
ふ
と
ん
の
温
も
り
が
肌
身
に
優
し
く
眠
り
に
入
り
ぬ 

児
玉
千
代
子

台
風
を
五
十
二
階
に
て
中
継
す
る
船
酔
い
気
分
と
う
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
声 

す
ず
き
い
さ
む

「わが家の癒し系」

小林　千子
（葹　田）

みんなのひろば

私
が
小
学
校
六
年
生
の
頃
の
あ
る

朝
、
猫
の
鳴
く
声
で
目
が
覚
め
て
、
外

に
出
て
鳴
き
声
の
す
る
方
に
行
っ
て
み

る
と
、
そ
こ
に
一
匹
の
子
猫
が
い
た
。

近
づ
い
て
手
を
さ
し
の
べ
て
呼
ん

で
み
る
と
、
大
概
な
ら
逃
げ
て
し
ま
う

の
に
、
そ
の
子
猫
は
私
の
ほ
う
へ
近
寄

っ
て
き
た
。
そ
の
か
わ
い
さ
に
、
そ
の

ま
ま
子
猫
を
抱
い
て
家
に
連
れ
て
帰
っ

た
。
連
れ
て
き
た
子
猫
を
、
私
の
親
は

返
し
て
こ
い
と
は
言
え
な
か
っ
た
の
だ

ろ
う
、
仕
方
な
く
飼
う
こ
と
を
許
し
て

も
ら
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

今
で
は
、
あ
ん
な
に
小
さ
か
っ
た
子

猫
も
す
っ
か
り
大
き
く
な
り
、
子
猫
を

持
ち
、
今
で
は
八
匹
に
も
増
え
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
猫
も
も
う
猫
ば
あ
さ
ん
。

家
中
も
家
族
が
増
え
た
み
た
い
に
毎
日

が
賑
や
か
。
あ
っ
ち
で
「
ニ
ャ
ー
」
と

鳴
き
声
が
す
る
と
、
こ
っ
ち
で
も
「
ニ

ャ
ー
」。
毎
日
が
う
る
さ
い
く
ら
い
だ

け
ど
、
猫
た
ち
を
見
て
る
と
時
間
が
過

ぎ
る
の
も
忘
れ
て
、何
だ
か
癒
さ
れ
る
。

天
気
の
良
い
日
は
、
道
路
の
真
ん
中

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
な
が
ら
寝
て
い
た
り
、

仕
事
を
終
え
て
家
に
帰
る
と
出
迎
え
て

く
れ
た
り
、
気
ま
ぐ
れ
で
お
腹
が
空
い

た
と
き
だ
け
甘
え
て
き
て
、
そ
う
で
も

な
い
と
き
は
「
お
い
で
！
」
と
呼
ん
で

も
「
何
だ
よ
、
う
る
さ
い
な
ぁ
ー
」
な

ん
て
顔
で
見
て
い
る
だ
け
だ
け
ど
、
何

だ
か
憎
め
な
い
の
が
、
か
わ
い
い
と
こ

ろ―

。
う
る
さ
い
く
ら
い
の
と
き
も
あ
る
け

れ
ど
、
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
も
猫
た
ち

は
私
た
ち
家
族
に
と
っ
て
仕
事
の
疲
れ

も
、
心
の
浮
き
沈
み
ま
で
も
和
ま
せ
て

く
れ
る
、
一
番
の
癒
し
系
で
す
。
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▼
十
月
も
下
旬
に
さ
し

か
か
っ
た
週
末
。
井
川

小
学
校
学
習
発
表
会
と

井
中
祭
が
行
わ
れ
た
。

実
を
言
え
ば
自
分
自
身

が
発
表
す
る
側
、
生
徒

目
線
以
外
で
こ
れ
ら
の

会
を
見
学
す
る
の
は
初

め
て
の
経
験
だ
っ
た

り
す
る
▼
四
月
の
入
学

式
。
ど
こ
か
落
ち
着
か
な
い
様
子
で
そ
わ

そ
わ
し
て
い
た
小
学
一
年
生
た
ち
。
そ
の

時
と
は
見
間
違
う
ほ
ど
の
堂
々
と
し
た
発

表
に
、
胸
が
熱
く
な
る
の
を
感
じ
た
り―

。

ま
た
、
少
し
袖
丈
の
長
い
学
生
服
に
身

を
つ
つ
ん
で
い
た
中
学
新
入
生
た
ち
。
ク

ラ
ス
対
抗
で
行
な
わ
れ
る
、
井
中
祭
恒
例

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
ス
テ
ー
ジ

に
向
か
う
一
年
生
た
ち
に
「
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
！
」
と
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
越
し
に
さ
さ

や
い
て
み
た
り―

。
半
年
と
い
う
時
間
は

こ
ん
な
に
も
人
を
成
長
さ
せ
る
だ
け
の
時

間
だ
っ
た
の
だ
な
、
と
感
慨
深
い
気
持
ち

に
… 

▼
広
報
一
年
生
だ
っ
た
昨
年
、
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
や
小
学
校
へ
取
材
訪
問
し

て
は
、
カ
メ
ラ
を
前
に
表
情
を
和
ら
げ
る

こ
と
が
で
き
ず
に
い
た
の
を
、
何
度
と
な

く
〝
彼
ら
〞
の
笑
顔
に
助
け
ら
れ
た
こ
と

だ
ろ
う
か
。
さ
て
、
今
月
号
、
時
間
の
あ

る
限
り
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
そ
う
と
臨
ん
だ

秋
行
事
。
広
報
の
下
刷
り
原
稿
を
見
て
、

や
は
り
子
ど
も
た
ち
の
〝
笑
顔
〞
に
支
え

ら
れ
て
る
な
と
実
感
。 

け

編集雑記�

田代 正樹さん（秋田市）今戸出身

前
日
夜
の
雨
も
あ
が
り
、
明
け
方
か
ら
快

晴
に
恵
ま
れ
た
十
月
十
六
日
、
第
二
十
回
井
川

ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

「
前
年
よ
り
も
、
良
い
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
す
る

こ
と
」
を
目
標
に
、
本
大
会
二
度
目
の
チ
ャ
レ

ン
ジ
と
な
る
田
代
正
樹
さ
ん
に
話
を
伺
っ
て
み

ま
し
た
。

◇　

◇　

◇　

◇　

◇

昨
年
同
様
に
今
大
会
も
一
〇
㌔
コ
ー
ス
に

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
正
樹
さ
ん
。「
し
ん
ど
か
っ

た
ぁ
」
と
の
ゴ
ー
ル
直
後
の
一
言
も
、
前
回
よ

り
約
二
分
縮
め
た
タ
イ
ム
に
目
を
細
め
た
。

「
自
分
が
三
十
歳
に
な
る
年
、
何
か
体
を
動
か

す
こ
と
を
し
た
い
…
」
と
思
い
立
ち
〝
田
沢
湖

マ
ラ
ソ
ン
〞
へ
の
挑
戦
を
決
め
た
。
小
・
中
、

高
校
と
続
け
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
、
体

力
に
は
自
信
が
あ
っ
た
。
社
会
人
と
な
っ
て
か

ら
も
町
体
協
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
コ
ー
ト
上
で

ボ
ー
ル
を
追
っ
た
。
運
動
で
汗
す
る
爽
快
感
を

忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
自
分
よ

り
も
一
回
り
近
い
年
の
差
の
メ
ン
バ
ー
と
同
じ

様
に
走
る
こ
と
が
正
直
、
き
つ
く
な
っ
て―

。

体
力
を
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
走
る
こ
と

を
選
び
、今
年
四
度
目
の
田
沢
湖
畔
を
駆
け
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
に
対
す
る
情
熱
も
失
う
こ
と
は

な
い
。
現
在
は
審
判
員
と
し
て
忙
し
い
週
末
を

送
っ
て
い
る
。「
ど
う
い
っ
た
形
に
せ
よ
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
に
係
わ
っ
て
い
た
か
っ
た
。
自
分
が

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
て
こ
れ
た
環
境
や
地
域
へ

恩
返
し
…
」、
と
小
・
中
学
の
部
活
か
ら
依
頼

を
受
け
て
は
ホ
イ
ッ
ス
ル
（
笛
）
を
手
に
す
る
。

「
審
判
と
し
て
コ
ー
ト
に
立
っ
た
後
は
、
選
手

に
刺
激
さ
れ
て
、
体
が
う
ず
う
ず
す
る
」
と
笑

顔
を
見
せ
た
。

「
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ

ン
で
一
〇
㌔
、
田
沢

湖
で
は
二
〇
㌔
。
い

ず
れ
は
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
い
」
と
目
標
の

ロ
ー
ド
が
広
が
っ
て

い
く
。

『スポーツへの情熱』


